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法人概要 ： 社会福祉法人 敬友会 27事業所 職員数580名

岡山県を中心に多様な福祉サービスを提供

• 介護老人保健施設
• 特別養護老人ホーム
• ケアハウス
• グループホーム
• デイサービス、デイケア
• 訪問介護
• 訪問看護ステーション
• 居宅介護支援事業所 など



ICT導入の経緯

1 従来の課題

膨大な紙の記録や非
効率な情報共有
→スタッフの負担増
加と質の低下

2 ICTへの期待

業務効率化、情報共有
の迅速化
ケアの質向上・外国人
採用などを目指した

3 段階的な導入

職員の理解と習熟を考慮
→段階的にICTシステム
を導入
外国人採用に向けペーパ
ーレスに対応



従来の記入方式



ICTの具体的な活用方法

介護記録システム業務スケジュール
管理システム 介護ロボット情報共有システム



利用者週間スケジュール
週間の総援助

時間

１日の総援助
時間



１日の業務スケジュール

介護量（身体・
生活援助）

援助内容



介護記録システム





効率化の効果

項目 導入前 導入後 改善率

記録時間 60分/日 10分/日 83%減

残業時間 60時間/月 9.5時間/月 84%減

食事援助

追加時間
0分/日 30分/日 ∞

残業時間の削減により
ワークライフバランスの改善



効率化とケア向上の効果

記録時間の削減 残業時間の削減 食事援助追加の増加



外国人採用とICT活用
言語バリアの克服

介護記録システムの導入・スマホ・タブレット等で入力

外国人職員でも一定の基準で業務が可能

→業務の標準化

→外国人職員でも容易に入居者様情報にアクセス可能

→情報の記録・参照

→業務の効率化

部署異動や拠点からの異動が容易に



ICT導入の課題と克服方法

導入時の抵抗感

段階的な導入と丁寧な説明に時間かけて
スタッフの不安を解消

操作スキルの差

個別指導と定期的な研修で
全スタッフのスキル向上を図る

セキュリティ対策
専門家の助言を受け、厳重なセキュリティ対策を実施

導入後の管理
導入効果を可視化し、長期的な視点で
ブラシュアップ管理を行った



総 括

私たちは、これらの技術を上手に活用することで、業務を

効率化し、記録時間や残業時間を大幅に削減した

これにより職員の負担を軽減し、今後はさらに技術を活用し

人手不足の解消や外国人 労働の雇用促進を図り、明るい

高齢社会の実現に貢献していく


